
は
じ
め
に

日
本
の
江
戸
時
代
に
相
当
す
る
一
七
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
、
中
国
大
陸
を
支
配
し

て
い
た
明
・
清
両
朝
が
都
と
し
て
い
た
の
が
、
現
在
も
中
華
人
民
共
和
国
の
首
都
の

座
に
あ
る
巨
大
都
市
・
北
京
で
あ
る
。
一
般
に
は
、
北
京
は
伝
統
的
な

｢

中
国｣

の

王
都
そ
の
も
の
で
あ
り
、
皇
帝
の
居
所
た
る
紫
禁
城
は

｢

中
国｣

の
天
子
の
権
威
を

体
現
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
よ
う
。
た
し
か
に
、
北
京
城
は
儒
教
の
古
典
で
あ

る

『

周
礼

し
ゅ
ら
い』

の
理
念
を
基
本
と
し
て
造
営
さ
れ
た
都
城
で
あ
り
、
そ
の
点
に
お
い
て

｢

伝
統
中
国｣

の
都
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
同
時
に
、
モ
ン
ゴ
ル
系
・
ツ
ン
グ
ー

ス
系
の
非
漢
人
政
権
が
開
創
し
、
拠
点
と
し
て
き
た
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
都
で
も
あ
っ
た
。

江
戸
時
代
の
大
半
の
時
期
に
重
な
る
王
朝
で
あ
っ
た
清
朝
、
す
な
わ
ち
大だ
い

清し
ん

帝
国
も

ま
た
、
漢
人
で
は
な
く
マ
ン
ジ
ュ

(

満
洲)

人

(

�)

が
支
配
し
た
国
家
で
あ
り
、
支
配
層

の
中
核
は
、
八は
っ

旗き

と
呼
ば
れ
る
軍
事
組
織
に
属
す
る
人
び
と
、
す
な
わ
ち
旗き

人じ
ん

に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
て
い
た
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

｢

江
戸
城
と
江
戸

市
民
社
会
と
政
治
文

化｣

に
お
け
る
原
報
告
を
基
に
、
清
代
の
北
京
と
紫
禁
城
に
つ
い
て
概
観
す
る
と
と

も
に
、
清
代
の
王
権
・
制
度
の
特
殊
性
が
そ
こ
に
反
映
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、

通
念
と
は
異
な
る
角
度
か
ら
、｢

江
戸
と
北
京｣

｢

江
戸
城
と
紫
禁
城｣

の
比
較
の
素

材
を
提
供
し
た
い
。
な
お
、
筆
者
の
専
門
は
都
市
史
で
も
中
国
史
で
も
な
く
、
八
旗

制
を
中
心
に
マ
ン
ジ
ュ
王
朝
と
し
て
帝
国
を
と
ら
え
る

｢

大
清
帝
国
史｣

で
あ
り
、

こ
こ
で
は
そ
の
立
場
か
ら
、
中
国
都
市
史
の
成
果
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
建
築
な
ど
ハ
ー

ド
面
よ
り
は
、
そ
の
運
用
と
機
能
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
に
す
る

(

�)

。

一

北
京
と
紫
禁
城

中
華
の
王
都
と
し
て

清
代
の
北
京
と
紫
禁
城
の
特
質
を
さ
ぐ
る
前
に
、
ま
ず
中
国
の
都
市
と
都
城
に
つ

い
て
概
観
し
て
お
き
た
い

(

�)

。
華
北
で
成
立
し
た
中
国
都
市
の
基
本
形
は
、
内
外
を
隔

て
る
牆
壁
を
四
周
に
め
ぐ
ら
せ
た
囲
郭
都
市
で
あ
る
。
漢
語
の

｢

城
じ
ょ
う｣

と
は
、
中
世

以
降
の
日
本
の

｢

し
ろ｣

が
城
郭
・
城
塞

(castle,
fortress)

を
指
す
の
と
は
異

な
っ
て
、
そ
も
そ
も
こ
の
牆
壁

(w
all)

を
指
し

｢

万
里
の
長
城

the
G
rate

W
all｣

と
は
、
こ
の
意
味
で
あ
る

、
さ
ら
に
そ
れ
に
よ
っ
て
囲
繞
さ
れ
た
囲

郭
都
市

(w
alled

city)

を
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
北
京
城
と
は
北
京
市
と
い
う

ほ
ど
の
意
で
あ
り
、
そ
こ
に
防
禦
の
た
め
の
城
壁
・
城
門
も
含
ま
れ
る
に
せ
よ
、
戦

闘
施
設
と
し
て
の
意
味
は
、
第
一
義
に
は
な
い
。

外
部
か
ら
の
進
入
を
阻
む
囲
郭
構
造
は
、
都
市
内
の
各
居
住
区
・
各
家
屋
に
お
い

て
も
共
通
で
あ
り
、
囲
郭
都
市
は
、
内
部
を
縦
横
に
走
る
街
路
に
よ
っ
て
各
ブ
ロ
ッ

ク
に
区
画
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
中
に
外
壁
で
囲
ま
れ
た
中
庭
式
住
居

(

四し

合ご
う

院い
ん)

が

�
比
す
る
、
と
い
う
入
れ
子
構
造
を
な
し
た
。
こ
れ
ら
都
市
か
ら
住
居
ま
で
を
つ
ら

ぬ
く
基
本
原
則
は
、
南
北
方
向
の
中
軸
線
の
存
在
で
あ
り
、
建
築
は
こ
の
軸
線
を
基

準
と
し
て
左
右
対
称
に
展
開
さ
れ
る
。
建
物
の
ユ
ニ
ッ
ト
は
南
向
き
に
設
計
さ
れ
、

｢

前
堂
後
室｣
と
い
っ
て
前
＝
南
を
公
的
、
後
＝
北
を
私
的
空
間
と
し
て
役
割
を
明

確
に
区
別
し
、
規
模
を
広
げ
る
場
合
は
、
前
後
・
左
右
に
同
型
の
ユ
ニ
ッ
ト
を
並
べ

て
重
層
化
す
る
と
い
う
形
を
と
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
中
軸
線
を
基
準
と
す
る
規
則
的

( ) 清代の北京と紫禁城 (杉山)281

杉

山

清

彦

清
代
の
北
京
と
紫
禁
城

武
人
と
文
人
、
旗
人
と
民
人
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な
建
築
プ
ラ
ン
は
、
防
禦
的
な
囲
郭
構
造
と
あ
い
ま
っ
て
、
中
国
都
市
の
基
本
形
で

あ
り
続
け
た
。
な
か
で
も
王
権
の
中
心
と
な
る
都
城
は
、
豊
か
な
農
業
生
産
と
そ
の

富
を
都
城
に
集
め
る
行
政
機
構
に
支
え
ら
れ
た
巨
大
な
規
模
と
、
支
配
を
荘
厳
化
・

正
統
化
す
る
た
め
の
王
宮
・
祭
壇
や
そ
こ
で
行
な
わ
れ
る
儀
礼
・
祭
祀
と
に
よ
っ
て
、

帝
国
内
外
の
諸
都
市
か
ら
特
別
化
さ
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
中
華
の
王
都
の
代
表
的
存
在
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
が
、
北
京
で
あ

る

(

�)

。
北
京
一
帯
の
都
市
の
歴
史
は
は
る
か
周
代
ま
で
溯
る
が
、
現
在
の
北
京
の
直
接

の
開
創
と
な
っ
た
の
は
、
一
三
世
紀
に
モ
ン
ゴ
ル
皇
帝
ク
ビ
ラ
イ

(

世
祖)

に
よ
っ

て
建
設
さ
れ
た
大だ
い

都と

で
あ
る
。
こ
の
地
に
は
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
に
先
行
し
て
一
〇
世

紀
に
モ
ン
ゴ
ル
系
遊
牧
民
の
キ
タ
イ
帝
国

(
大
契
丹
国
、
遼)

が
五
京
の
一
つ
と
し

て
南
京
な
ん
け
い

析
津

せ
き
し
ん

府ふ

(

燕
京

え
ん
け
い)

を
お
き
、
こ
れ
に
代
っ
た
ツ
ン
グ
ー
ス
系
農
牧
民
の
ジ
ュ

シ
ェ
ン

(

女
直
・
女
真)

人
の
金
帝
国
も
、
一
一
五
三
年
に
遷
都
し
て
中
都

(

燕
京)

と
し
て
い
た
。
ク
ビ
ラ
イ
は
自
政
権
の
本
拠
地
と
し
て
旧
中
都
城
の
東
北
に
新
城
を

造
営
し
、
大
都
と
名
づ
け
た
の
で
あ
る
。

一
三
六
八
年
に
南
京
で
明
朝
が
成
立
し
、
大
元
朝
廷
が
モ
ン
ゴ
ル
高
原
に
撤
退
す

る
と
、
明
軍
の
手
に
落
ち
た
大
都
は
北
平

ほ
く
へ
い

と
改
称
さ
れ
、
国
都
の
座
を
失
っ
た
。
し

か
し
、
北
平
に
分
封
さ
れ
た
燕
王
朱
棣
が
反
乱
に
よ
っ
て
帝
位
に
即
く
と(
永
楽
帝)

、

北
平
は
北
京
順
天
府
に
昇
格
し
て
南
京
応
天
府
と
の
両
京
体
制
と
な
り
、
最
終
的
に

一
五
世
紀
半
ば
に
は
北
京
が
首
都
の
地
位
を
確
立
し
た

(

�)

。
明
朝
は
一
六
四
四
年
に
李

自
成
の
乱
で
滅
び
る
が
、
李
自
成
を
逐
っ
た
マ
ン
ジ
ュ
人
の
大
清
帝
国
は
、
そ
れ
ま

で
の
国
都
・
盛
京

せ
い
け
い(

ム
ク
デ
ン
、
奉
天
府)

を
陪
都
と
し
て
自
ら
北
京
に
遷
都
し
、

以
後
二
〇
世
紀
ま
で
君
臨
し
た
の
で
あ
る
。

明
代
の
北
京
城
は
大
都
を
改
造
し
た
も
の
で
、
こ
れ
に
代
っ
た
大
清
も
明
代
の
北

京
城
の
基
本
形
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
継
承
し
た
の
で
、
明
清
両
代
の
北
京
は
ふ
つ
う
一

体
の
も
の
と
し
て
語
ら
れ
る
。
基
本
構
造
は
囲
郭
の
入
れ
子
構
造
で
あ
り
、
皇
帝
の

坐
す
紫
禁
城
を
中
心
と
し
て
、
宮
廷
関
連
官
署
や
禁
苑
か
ら
な
る
皇
城
、
政
府
各
官

庁
や
官
民
居
住
区
の
内
城

(

大
城)

が
こ
れ
を
取
り
巻
く
。
さ
ら
に
一
五
五
〇
年
代

に
、
内
城
の
外
周
の
う
ち
南
辺
に
外
城

(

羅
城)

が
構
築
さ
れ
た
が
、
全
周
に
は
及

ば
ず
、
城
域
は
凸
字
形
を
呈
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

内
城
は
東
西
に
や
や
長
い
方
形

(

西
北
隅
が
不
整
形
に
な
っ
て
い
る)

で
、
高
さ

約
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
城
壁
が
南
北
約
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
東
西
約
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

全
周
約
二
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
め
ぐ
ら
さ
れ
、
城
外
と
つ
な
が
る
の
は
南

面
に
三
門
、
東
・
西
・
北
三
面
に
各
二
門
の
九
門
の
み
で
あ
っ
た
。
市
街
は
伝
統
的

な
方
格
状
の
町
割
、
す
な
わ
ち
グ
リ
ッ
ド=

プ
ラ
ン
の
も
と
設
計
さ
れ
て
お
り
、
主

要
な
街
路
が
東
西
南
北
を
つ
ら
ぬ
き
、
街
路
で
区
画
さ
れ
た
ブ
ロ
ッ
ク
の
内
部
に
は

胡
同

フ
ー
ト
ン(

�
�)
と
呼
ば
れ
る
小
路
が
縦
横
に
走
っ
た

(

�)

。
た
だ
し
、
中
央
部
に
周
囲
約

一
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
皇
城
が
存
在
す
る
た
め
、
市
街
は
東
西
に
大
き
く
分
た

れ
た
。
こ
の
皇
城
の
正
門
が
あ
ま
り
に
も
有
名
な
天
安
門

(

明
代
は
承
天
門)

で
あ

東京大学史料編纂所研究紀要 第22号 2012年３月 ( )282

図１ 金中都城・大元大都城・明清北京城
石橋秀雄 ｢故宮の全容｣ 『しにか』 2000年４月号, p.17.
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り
、
そ
の
門
前
の
千せ

ん

歩ぽ

廊ろ
う

と
呼
ば
れ
る
特
別
道
路
の
左
右
に
は
、
六り

く

部ぶ

を
は
じ
め
と

す
る
主
要
官
庁
が
建
ち
並
ん
で
い
た
。
他
方
、
南
の
外
城
は
、
正
陽

せ
い
よ
う

門も
ん(

前
門
の
称

で
知
ら
れ
る)
・
崇
文

す
う
ぶ
ん

門も
ん

・
宣せ

ん

武ぶ

門も
ん

外
に
形
成
さ
れ
て
い
た
市
街
地
や
西
南
部
の
旧

中
都
地
区
を
取
り
こ
ん
で
成
立
し
た
た
め
、
街
路
・
街
区
は
不
規
則
で
あ
り
、
下
町
・

商
業
地
区
と
し
て
賑
わ
っ
た
。

こ
の
北
京
城
の
中
心
に
位
置
す
る
の
が
紫
禁
城
で
あ
る

(

�)

。
紫
禁
城
は
南
北
約
九
六

〇
メ
ー
ト
ル
、
東
西
約
七
六
〇
メ
ー
ト
ル
の
城
壁
に
囲
ま
れ
、
南
の
午ご

門も
ん

を
は
じ
め

と
す
る
四
面
の
四
門
で
の
み
外
部
と
つ
な
が
っ
て
い
た
。
紫
禁
城
は
、
南
半
が
外
朝
、

北
半
が
内
廷
と
い
う

｢

前
朝
後
寝

ぜ
ん
ち
ょ
う
こ
う
し
ん｣
、
す
な
わ
ち
、
規
模
こ
そ
違
え
四
合
院
と
同
じ

様
式
で
設
計
さ
れ
、
そ
の
内
部
に
は
無
数
の
中
庭
式
建
築
ユ
ニ
ッ
ト
が
建
ち
並
ん
で

い
た
。
こ
れ
ら
紫
禁
城
の
宮
殿
、
皇
城
・
内
城
・
外
城
の
城
門
・
城
楼
と
い
っ
た
主

要
建
築
群
は
、
南
北
を
貫
く
中
軸
線
上
に
一
列
に
並
ん
で
お
り
、
ま
た
鳥
瞰
す
る
な

ら
ば
、
天
子
の
住
ま
う
中
枢
の
宮
殿
は
、
こ
れ
を
取
り
巻
く
幾
重
も
の
城
壁
で
隔
絶

さ
れ
、
地
上
の
民
と
を
つ
な
ぐ
わ
ず
か
な
城
門
が
そ
の
権
力
を
象
徴
し
て
い
た
。
天

子
の
権
威
を
も
っ
と
も
象
徴
的
に
示
す
の
は
、
天
子
の
み
に
許
さ
れ
た
天
の
祭
祀
で

あ
る
。
外
城
の
東
南
部
に
あ
る
天
壇
は
、
王
都
が
宇
宙
の
中
心
で
あ
る
こ
と
を
示
す

も
の
で
あ
っ
た
。

都
城
に
は
ま
た
、
水
運
機
能
と
水
源
確
保
、
そ
れ
に
園
林
空
間
と
し
て
水
路
・
池

水
が
導
入
さ
れ
る
が
、
北
京
で
は
、
そ
の
中
央
部
に
大
々
的
に
湖
水
と
水
路
が
設
け

ら
れ
て
い
た
。
紫
禁
城
西
側
の
皇
城
内
に
南
北
に
伸
び
る
北
海
・
中
海
・
南
海

(

南

三
海
・
前
三
海)

と
、
内
城
西
北
に
横
た
わ
る
前
海
・
後
海
・
西
海

(

北
三
海
・
後

三
海)

で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
大
都
の
太
液

た
い
え
き

池ち

・
積
水

せ
き
す
い

潭た
ん

に
起
源
し
、
元
来

水
運
路
と
し
て
開
削
・
機
能
し
た
だ
け
で
な
く
、
イ
ラ
ン
文
化
圏
の
造
園
の
系
譜
に

も
連
な
る
狩
猟
場
兼
園
池
と
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た

(

�)

。
明
代
に
入
る
と
皇

城
内
の
南
三
海
は
御
苑
の
西
苑
と
な
り
、
積
水
潭
を
改
造
し
て
成
立
し
た
北
三
海
は
、

高
官
・
富
裕
層
の
邸
宅
の
集
ま
る
風
致
地
区
と
な
っ
た

(

	)

。

こ
の
よ
う
な
北
京
城
の
都
市
プ
ラ
ン
は
、
儒
教
の
古
典

『

周
礼』

の

｢

考
工
記｣

に
み
え
る
王
都
の
理
念
型
に
則
っ
て
設
計
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、『

周
礼』

の
記
載

に
ま
っ
た
く
忠
実
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
と
は
い
え
、
こ
こ
ま
で
都
市
計
画
に
反
映

さ
せ
た
も
の
は
、
稀
有
な
例
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
基
本
型
を
定
め
た
の

は
、
前
身
た
る
大
都
を
築
い
た
モ
ン
ゴ
ル
の
ク
ビ
ラ
イ=

カ
ア
ン
で
あ
り
、
そ
の
点

で
北
京
は
、
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
国
家
が
中
国
的
理
念
に
基
づ
い
て
造
営
し
た
と
い
う
、

複
合
的
性
格
を
も
つ
都
城
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

二

清
代
の
北
京

ユ
ー
ラ
シ
ア
の
王
都
、
マ
ン
ジ
ュ
の
軍
都
と
し
て

(

１)

八
旗
制
と
帝
国
支
配
の
構
造

こ
の
よ
う
な
性
格
を
も
つ
北
京
に
、
一
六
四
四

(

順
治
元)

年
に
入
っ
て
き
て
新

た
な
主
と
な
っ
た
の
が

(

山さ
ん

海か
い

関か
ん

を
越
え
て
入
京
し
た
の
で
、
入
関
と
い
う)

、
マ

ン
チ
ュ
リ
ア
に
大
清
を
称
す
る
国
家
を
打
ち
た
て
た
マ
ン
ジ
ュ
人
で
あ
る
。
彼
ら
は
、

騎
射
戦
術
を
長
技
と
す
る
も
の
の
遊
牧
民
の
モ
ン
ゴ
ル
と
は
違
い
、
固
定
家
屋
に
住

ま
っ
て
集
落
を
つ
く
り
、
畑
作
を
主
生
業
と
し
な
が
ら
狩
猟
・
採
集
に
勤
し
む
人
び

と
で
あ
っ
た
。
入
関
前
の
国
家
は
、
王
族
・
領
主
層
か
ら
属
民
・
奴
僕
ま
で
の
あ
ら

ゆ
る
成
員
を
組
織
し
た
八
旗
制
の
も
と
に
編
成
さ
れ
て
お
り
、
彼
ら
は
入
関
後
そ
の

ま
ま
帝
国
の
支
配
層
と
そ
の
領
民
を
構
成
し
た
。
そ
こ
で
、
北
京
に
み
ら
れ
る
清
代

特
有
の
性
質
を
さ
ぐ
る
前
提
と
し
て
、
新
た
な
支
配
者
に
し
て
住
人
と
な
っ
た
彼
ら

の
組
織
・
体
制
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
こ
う

(


)

。

八
旗
の
組
織
体
系
は
、
壮
丁
の
供
出
母
体
と
な
る
ニ
ル

(

漢
語
訳
は
佐
領

さ
り
ょ
う)

と
呼

ば
れ
る
組
織
を
基
本
単
位
と
し
、
五
〜
一
〇
数
ニ
ル

(

数
は
旗
・
時
期
に
よ
り
相
違)

で
一
ジ
ャ
ラ
ン

(

参
領

さ
ん
り
ょ
う)

、
五
ジ
ャ
ラ
ン
で
一
グ
サ
す
な
わ
ち
旗
を
構
成
す
る
と
い

う
階
層
組
織
か
ら
な
る
。
グ
サ
と
は
集
団
、
軍
団
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
黄
・
白
・

紅
・
藍
四
色
の
縁
取
り
の
な
い
旗

(

正)

・
あ
る
旗

(

�
じ
ょ
う)

の
計
八
種
類
の
軍
旗
に

よ
っ
て
区
別
さ
れ
た
の
で
、
旗
と
称
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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八
つ
の
旗
の
う
ち
、
�
黄

じ
ょ
う
こ
う
・
正
黄
・
正
白
の
三
旗

(

上
三
旗

じ
ょ
う
さ
ん
き

と
い
う)

は
皇
帝
自

ら
が
領
有
し
、
そ
れ
以
外
の
五
旗
に
は
ヌ
ル
ハ
チ
一
門
嫡
系
の
王
族
が
分
封
さ
れ
て
、

旗
王
と
し
て
旗
下
の
ニ
ル
を
支
配
し
た
。
各
旗
を
構
成
す
る
ニ
ル
は
、
旗
人
各
家
が

管
轄
す
る
旗
分
ニ
ル
と
、
ボ
ー
イ=

ニ
ル

(

包
衣

ボ

ー

イ)

と
呼
ば
れ
る
旗
王
直
属
の
ニ
ル

と
に
区
別
さ
れ
る
。
旗
分
ニ
ル
は
、
旗
王
を
主
君
と
仰
ぎ
つ
つ
も
ニ
ル
自
体
は
各
旗

人
が
支
配
し
て
お
り
、
そ
の
収
益
や
兵
役
・
労
働
力
は
基
本
的
に
国
家
に
提
供
さ
れ

た
が
、
ボ
ー
イ=

ニ
ル
か
ら
の
収
益
は
旗
王
の
家
計
に
入
っ
た
。

さ
ら
に
第
二
代
ホ
ン
タ
イ
ジ

(
位
一
六
二
六
―
四
三)

の
時
代
に
は
、
内
属
モ
ン

ゴ
ル
人
に
よ
る
蒙
古
ニ
ル
、
漢
人
の
火
器
部
隊
で
あ
る
漢
軍
ニ
ル
も
編
成
さ
れ
て
そ

れ
ぞ
れ
グ
サ
に
組
織
さ
れ
た
の
で
、
各
旗�

は
満
蒙
漢
の
三
グ�

サ�

と
包
衣
か
ら
成
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
諸
種
の
ニ
ル
も
、
統
属
関
係
上
は
い
ず
れ
か
の
旗
王
の
麾
下

と
し
て
分
属
し
て
お
り
、
各
旗
王
に
と
っ
て
麾
下
の
ニ
ル
群
は
、
自
ら
の
家
臣
団
と

領
民
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
階
層
組
織
と
一
族
分
封
制
は
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
を
は
じ
め
と
す
る
中
央

ユ
ー
ラ
シ
ア
国
家
と
共
通
の
も
の
で
あ
る
が
、
一
方
で
八
旗
制
独
自
の
特
徴
は
、
そ

の
強
い
凝
集
力
、
求
心
性
で
あ
る
。
モ
ン
ゴ
ル
や
ジ
ュ
シ
ェ
ン
の
諸
勢
力
は
、
分
割

相
続
の
慣
習
と
そ
れ
に
と
も
な
う
分
居
の
た
め
に
勢
力
の
分
裂
を
く
り
返
し
て
き
た

が
、
創
業
者
の
ヌ
ル
ハ
チ
は
、
服
従
し
た
勢
力
を
全
て
旗
王
の
属
下
と
位
置
づ
け
て
、

自
ら
の
一
族
の
み
に
よ
る
支
配
と
い
う
原
則
を
打
ち
た
て
る
一
方
、
旗
王
た
ち
に
対

し
て
は
空
間
的
な
領
土
分
封
を
行
な
わ
ず
、
主
従
関
係
の
み
を
設
定
し
て
君
臣
と
も

に
首
都
に
集
住
さ
せ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
王
族
の
内
乱
や
地
方
軍
隊
の
自
立
化
を
未

然
に
防
ぎ
、
長
期
に
わ
た
っ
て
求
心
力
を
維
持
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。
国
政
は
、
こ
れ
ら
各
旗
を
率
い
る
旗
王
た
ち
と
そ
こ
に
分
属
し
た
有
力
旗
人
た

ち
が
、
自
身
も
上
三
旗
を
率
い
る
皇
帝
の
も
と
で
協
同
し
て
当
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
明
朝
の
中
央
政
府
は
、
実
務
を
担
う
六
部
を
は
じ
め
と
す
る
各
官
庁

群
で
構
成
さ
れ
、
制
度
上
は
皇
帝
が
直
接
全
て
を
統
括
す
る
形
を
取
っ
て
い
た
。
し

か
し
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
一
人
で
万
機
を
総
攬
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
た
め
、
皇

帝
の
秘
書
・
顧
問
役
と
し
て
複
数
の
大
学
士
か
ら
な
る
内
閣
が
形
成
さ
れ
、
実
質
上

政
府
中
枢
と
し
て
機
能
し
た
。

北
京
に
入
っ
た
大
清
政
権
は
、
自
ら
の
八
旗
の
組
織
と
明
の
官
制
体
系
の
双
方
を

そ
の
ま
ま
に
し
つ
つ
、
旗
人
が
明
制
の
要
職
に
も
就
く
こ
と
で
、
人
事
上
両
者
を
統

合
運
用
し
た
。
科
挙
制
度
は
継
続
さ
れ
た
が
、
漢
人
官
僚
は
旧
明
領
以
外
の
統
治
に

は
原
則
と
し
て
関
与
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
帝
国
全
体
の
運
営
は
八
旗

の
手
に
担
わ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
旗
人
は
、
狭
い
意
味
で
の
軍
人
と
い
う
よ
り
、

江
戸
時
代
の
武
士
と
同
様
、
統
治
に
当
る
文
武
官
員
の
人
材
供
給
源
と
な
り
、
い
わ

ば

〝

武
人
に
よ
る
文
治〞

の
担
い
手
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

(

２)

マ
ン
ジ
ュ
支
配
下
の
北
京
城
と
紫
禁
城

で
は
、
こ
の
よ
う
な
明
と
は
異
な
る
固
有
の
制
度
・
文
化
を
も
つ
マ
ン
ジ
ュ
政
権

が
国
を
挙
げ
て
移
入
し
て
く
る
と
、
北
京
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
た
だ
ろ
う
か
。
清
代

に
入
っ
て
も
、
明
末
の
動
乱
で
焼
亡
し
た
諸
宮
殿
が
再
建
さ
れ
た
ほ
か
は
宮
殿
や
城

域
の
大
規
模
な
改
造
は
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
が
、
運
用
・
運
営
の
面
で
独
自
性
が
発

揮
さ
れ
た
の
が
清
代
の
特
色
で
あ
っ
た

(

�)

。

一
変
し
た
の
は
、
内
城
の
風
景
で
あ
る
。
第
三
代
順
治
帝

(

位
一
六
四
三
―
六
一)

を
奉
じ
て
北
京
に
入
っ
た
摂
政
王
ド
ル
ゴ
ン
は
、
領
土
分
封
を
行
な
わ
ず
王
族
・
大

臣
・
将
兵
を
集
住
さ
せ
る
方
針
を
堅
持
し
、
北
京
内
城
の
在
来
住
民
を
立
ち
退
か
せ

て
、
旗
ご
と
に
区
画
を
割
り
当
て
て
旗
人
居
住
区
と
し
た
。
こ
の
結
果
、
内
城
は
数

十
万
人
の
旗
人
と
そ
の
家
族
が
兵
舎
生
活
を
送
る
軍
営
都
市
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
配
置
は
、
皇
帝
直
属
の
両
黄
旗
を
城
内
中
央
の
皇
城
の
北
面
に
配
し
て
、
以

下
東
方
に
両
白
旗
、
西
方
に
両
紅
旗
、
そ
し
て
南
方
に
両
藍
旗
が
位
置
す
る
と
い
う

も
の
で
あ
っ
た

(

�)
。
八
旗
は
�
黄
・
正
白
・
�
白
・
正
藍
の
左
翼
四
旗
と
正
黄
・
正
紅
・

�
紅
・
�
藍
の
右
翼
四
旗
と
に
分
れ
る
が
、
こ
れ
こ
そ
は
、
両
翼
の
首
位
た
る
両
黄
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旗
を
扇
の
要
と
し
て
、
南
に
向
っ
て
鶴
翼
を
閉
じ
た
形
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
配

置
は
巻
狩
り
に
お
け
る
布
陣
、
攻
城
戦
の
際
の
包
囲
陣
形
と
完
全
に
一
致
し
て
お
り

(

�)

、

さ
ら
に
各
旗
居
住
区
に
お
い
て
は
、
皇
城
に
近
い
側
か
ら
順
に
満
洲
・
蒙
古
・
漢
軍

が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
て
、
親
疎
の
序
列
を
も
表
し
て
い
た
。
匈
奴
以
来
の
中
央
ユ
ー

ラ
シ
ア
の
国
制
・
軍
制
に
通
有
の
左
右
翼
制
は
、
八
旗
に
お
い
て
も
戦
時
の
出
陣
隊

伍
、
儀
礼
で
の
位
次
、
人
事
の
配
置
な
ど
あ
ら
ゆ
る
集
団
生
活
・
団
体
行
動
の
基
礎

と
な
っ
て
い
た
が
、
の
み
な
ら
ず
居
住
区
配
置

(

旗
界)

の
原
則
で
も
あ
っ
た
の
で

あ
る
。

内
城
に
は
ま
た
、
集
住
政
策
の
も
と
、
各
旗
を
率
い
る
旗
王
た
ち
の
邸
宅

(

王
公

府
第
・
王
府)

が
散
在
し
、
政
治
・
文
化
活
動
の
拠
点
と
な
っ
て
い
た

(

�)

。
王
府
に
は

小
宮
廷
が
営
ま
れ
、
麾
下
の
旗
人
が
伺
候
す
る
と
と
も
に
旗
王
同
士
や
有
力
旗
人
・

文
人
の
交
流
の
場
と
も
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
江
戸
の
大
名
藩
邸
と
そ
こ
に
お
け
る

交
際
活
動
に
も
比
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
前
代
の
明
に
お
い
て
は
、
宗
室
諸
王
は
全

国
に
分
封
・
派
遣

(

之し

国こ
く

・
就
藩)

さ
れ
た
上
で
軟
禁

(

藩
禁)

さ
れ
て
お
り
、
独

自
の
王
府
を
構
え
る
王
族
は
北
京
に
は
い
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
よ
う
な

｢

大
名
社

会｣

的
な
王
公
社
会
の
存
在
は
、
清
代
特
有
の
も
の
で
あ
っ
た
。

他
方
、
八
旗
の
軍
営
都
市
た
る｢

満
城｣

(

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
宣
教
師
の
い
う`T

artar

C
ity')

と
な
っ
た
内
城
に
対
し
、
明
代
以
来
の
住
民
を
は
じ
め
と
す
る
民
人
の
住

地
と
な
っ
た
外
城
は
、｢

漢
城｣

(̀
C
hinese

C
ity')

と
呼
ば
れ
る
。
外
城
の
主
な

居
民
は
漢
人
官
僚
層
と
商
工
業
者
・
労
働
者
、
そ
れ
に
上
京
し
て
き
た
官
員
・
科
挙

受
験
生
ら
で
、
正
陽
門
・
崇
文
門
外
地
区
が
商
業
地
と
し
て
栄
え
た
の
に
対
し
、
士

人
層
が
集
ま
っ
た
西
側
の
宣
武
門
外
で
は
、
漢
文
化
が
成
熟
し
て
い
っ
た
。
瑠
璃
廠

の
書
画
骨
董
、
宣
南
地
域
の
戯
曲
文
化
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
分
住
政
策
の
基
本
に
あ
る
の
は
、｢

満
・
漢｣

と
い
っ
た

｢

民
族｣

的
区
分
で
は
な
く
、
戸
籍
に
よ
る
区
分
、
す
な
わ
ち
旗
籍
の
旗
人
と
民
籍
の
民
人
と

い
う
区
別
で
あ
っ
た
。
清
代
北
京
の
法
制
・
社
会
上
の
基
本
原
則
は

｢

旗
民
分
居｣

で
あ
り
、
そ
の
点
で
、
身
分
に
よ
っ
て
分
節
化
さ
れ
た
江
戸
の
武
家
地
・
町
人
地
の

あ
り
方

(

�)

と
興
味
深
い
類
似
を
み
せ
る
も
の
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

し
か
し
、
旗
人
は
日
本
の
武
士
と
同
様
に
農
工
商
業
へ
の
従
事
を
禁
じ
ら
れ
て
い

た
の
で
、
外
城
地
区
の
民
人
の
漢
人
商
人
が
行
商
・
御
用
聞
き
の
形
で
浸
透
す
る
こ

と
は
必
至
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
彼
ら
が
住
ま
う
兵
舎
は
、
も
と
も
と
入
関
時
に
内
城

住
民
か
ら
接
収
し
て
官
舎
と
し
て
按
分
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
私
物
化
が

進
み
、
旗
人
相
互
や
民
人
と
の
間
で
又
貸
し
や
質
入
れ
、
さ
ら
に
は
売
買
ま
で
が
広

く
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
一
八
世
紀
に
入
る
と
内
城
内
に
も
民

人
の
商
店
や
住
宅
が
進
出
す
る
よ
う
に
な
り
、
た
び
た
び
規
制
・
禁
令
が
出
さ
れ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
旗
民
雑
居
が
進
行
し
、
旗
民
分
居
・
八
旗
旗
界
と
い
う
原
則
は
崩

れ
て
い
っ
た
。
こ
の
時
期
に
は
漢
人
商
人
へ
の
借
金
な
ど
旗
人
の
経
済
苦
が
問
題
化

し
て
お
り

(

八
旗
生
計
問
題)

、
こ
れ
ら
の
状
況
は
同
時
期
の
武
士
の
窮
乏
化
と
対

( ) 清代の北京と紫禁城 (杉山)285
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比
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

ひ
る
が
え
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
、
ハ
ー
ド
面
で
は
大
き
く
は
手
を
つ
け
ず
運
用
面

で
独
自
性
を
発
揮
す
る
と
い
う
特
徴
は
、
紫
禁
城
に
お
い
て
も
同
じ
で
あ
っ
た
。
紫

禁
城
は
、
乾
清
門

け
ん
せ
い
も
ん

を
境
と
し
て
南
半
の
外
朝
と
北
半
の
内
廷
の
二
区
画
で
構
成
さ
れ

る
。
公
的
空
間
で
あ
る
外
朝
の
中
心
は
太
和
殿
・
中
和
殿
・
保
和
殿
で
あ
り
、
正
殿

た
る
太
和
殿
は
最
も
重
要
な
朝
政
と
式
典
の
場
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
第
四
代
の
康

煕
帝

(

位
一
六
六
一
―
一
七
二
二)

は
内
廷
の
入
り
口
た
る
乾
清
門
に
出
御
し
て
執

政
し

(

御
門

ぎ
ょ
も
ん

聴
政)

、
続
く
雍
正
帝

(

位
一
七
二
二
―
三
五)

は
外
朝
と
内
廷
の
間

に
軍
機
処
を
設
け
て
政
務
を
処
理
し
た
の
で
、
康
煕
年
間
以
降
内
廷
・
軍
機
処
が
政

治
の
中
心
と
な
り
、
太
和
殿
は
も
っ
ぱ
ら
儀
礼
空
間
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

外
朝
・
内
廷
と
い
う
空
間
区
分
と
役
割
の
推
移
は
、
文
書
行
政
と
も
連
動
し
て
い

た
。
明
代
以
来
の
公
式
文
書
で
あ
る
題
本
が
外
朝
の
内
閣
を
経
由
す
る
の
に
対
し
、

私
信
扱
い
の
奏
�

そ
う
し
ょ
う
は
各
官
僚
か
ら
内
廷
に
直
送
さ
れ
、
清
代
の
諸
帝
は
内
廷
で
奏
�

を
駆
使
し
て
政
治
を
主
導
し
た
の
で
あ
る

(

�)

。

他
方
、
三
大
殿
の
最
奥
部
の
保
和
殿
は
、
よ
く
殿
試
の
会
場
と
し
て
紹
介
さ
れ
る

が
、
そ
れ
は
一
八
世
紀
末
以
降
の
こ
と
に
す
ぎ
ず
、
重
要
な
の
は
、
モ
ン
ゴ
ル
を
は

じ
め
と
す
る
外
藩
王
公
へ
の
賜
宴
の
会
場
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
外
藩
王
公
ら
は

年
班
と
い
っ
て
参
勤
交
代
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
毎
年
大
晦
日
に
保
和
殿
で
皇

帝
自
ら
の
臨
席
・
主
宰
の
も
と
、
彼
ら
を
接
待
す
る
賜
宴
が
催
さ
れ
た

(

�)

。
下
五
旗
の

旗
王
が
一
門
大
名
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
外
藩
王
公
は
い
わ
ば
外
様
大
名
に
当
り
、

保
和
殿
で
の
賜
宴
が
端
的
に
示
す
よ
う
に
、
そ
の
位
置
づ
け
は
き
わ
め
て
高
か
っ
た
。

こ
こ
に
、
文
官
支
配
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
る
領
主
連
合
と
し
て
の
国
家
の
性
格
を

う
か
が
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
の
保
和
殿
の
北
側
か
ら
が
内
廷
の
空
間
と
な
る
。
内
廷
に
は
、
皇
帝
の
私
邸
部

分
と
し
て
外
朝
の
三
大
殿
と
対
を
な
す
乾
清
宮
・
交
泰
殿
・
坤
寧
宮

こ
ん
ね
い
き
ゅ
う

の
三
大
宮

(

後

三
宮)

を
中
心
に
、
后
妃
が
住
ま
う
東
六
宮
・
西
六
宮
や
皇
太
后
の
宮
殿
、
仏
堂
・

庭
園
な
ど
が
展
開
し
た
。

清
代
の
内
廷
の
特
徴
は
、
内
外
の
区
別
が
ゆ
る
や
か
だ
っ
た
こ
と
と
、
そ
れ
ゆ
え

こ
こ
で
も
八
旗
が
担
い
手
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
明
代
に
お
い
て
は
、
乾
清
門
以

北
は
皇
帝
と
未
婚
の
皇
子
以
外
は
男
子
禁
制
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
宦
官
が
権
勢
を
振

る
う
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
清
代
の
内
廷
は
旗
人
を
は
じ
め
臣
下
が
常
侍
・

出
入
り
す
る
空
間
と
な
っ
た
。
乾
清
宮
で
王
公
・
大
臣
の
引
見
、
各
種
の
賜
宴
が
恒

常
的
に
行
な
わ
れ
、
坤
寧
宮
で
は
マ
ン
ジ
ュ
の
伝
統
的
祭
礼
が
催
さ
れ
る
な
ど
、
歴

代
皇
帝
は
恒
常
的
に
内
廷
で
執
務
し
た
り
行
事
を
催
し
た
の
で
あ
る
。

運
営
面
で
は
、
明
代
の
宦
官
に
代
っ
て
、
上
三
旗
の
包
衣
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た

内
務
府
が
皇
帝
の
家
政
全
般
を
掌
っ
た
。
宦
官
は
内
務
府
管
下
の
一
部
局

(

敬
事
房)

に
縮
小
さ
れ
て
皇
帝
・
后
妃
の
身
の
回
り
の
世
話
に
役
割
を
限
定
さ
れ
、
こ
の
た
め

歴
代
王
朝
で
問
題
と
な
っ
て
き
た
宦
官
へ
の
依
存
度
が
低
下
し
た

(

�)

。
こ
の
点
、
同
時

期
の
江
戸
城
に
お
い
て
、
そ
れ
ま
で
の
鎌
倉
・
室
町
幕
府
に
み
ら
れ
な
か
っ
た
男
子
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禁
制
の
大
奥
が
成
立
す
る

(

�)

こ
と
と
逆
転
現
象
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
こ
と
は
興
味
深

い
。
後
宮
部
分
が
縮
減
さ
れ
側
近
政
治
の
舞
台
と
な
っ
た
清
代
の
内
廷
は
、
江
戸
城

の
大
奥
そ
の
も
の
に
当
る
と
い
う
よ
り
は
、
奥

(

将
軍
公
邸
、
執
務
・
生
活
空
間)

と
大
奥

(

将
軍
私
邸
、
後
宮)

の
双
方
の
性
格

(

�)

を
あ
わ
せ
も
つ
空
間
で
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
。

総
じ
て
い
え
ば
、
マ
ン
ジ
ュ
支
配
下
の
北
京
城
・
紫
禁
城
は
、
明
の
建
築
と
制
度

を
継
承
し
つ
つ
、
八
旗
制
を
核
と
す
る
マ
ン
ジ
ュ
的
特
質
の
も
と
に
運
用
さ
れ
て
い

た
と
い
え
よ
う
。
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
的
な
八
旗
制
の
特
質
が
、
中
華
の
王
都
た
る
北

京
城
そ
の
も
の
に
刻
印
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

三

首
都
機
能
と

〝

移
動
す
る
宮
廷〞

こ
の
よ
う
な
清
代
特
有
の
マ
ン
ジ
ュ
的
特
質
は
、
帝
国
の
政
治
・
軍
事
的
中
枢
と

い
う
点
で
の
首
都
と
し
て
の
性
格
に
も
看
取
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
端
的
に
表
れ
る
の

が
、
軍
事
・
警
察
力
の
面
で
あ
る
。
支
配
集
団
自
体
が
軍
事
組
織
で
あ
る
と
い
う
中

央
ユ
ー
ラ
シ
ア
的
特
徴
に
加
え
、
マ
ン
ジ
ュ
独
特
の
集
住
政
策
に
よ
っ
て
、
そ
の
大

半
が
首
都
一
帯
に
集
中
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

軍
事
組
織
と
し
て
の
八
旗
は
、
各
ニ
ル
か
ら
抽
出
し
た
兵
で
構
成
さ
れ
る
各
種
の

営

(

部
隊)

か
ら
な
る
。
主
力
は
騎
兵
の
驍
騎

ぎ
ょ
う
き

営え
い

で
あ
り
、
こ
れ
と
精
鋭
部
隊
の
護

軍
営
・
前
鋒
営
、
補
助
兵
力
た
る
歩
兵
の
歩
軍
営
の
四
営
が
基
幹
で
あ
っ
た
。
護
軍

は
皇
帝
・
旗
王
の
直
衛
、
前
鋒
は
偵
察
・
強
襲
を
任
と
す
る
精
兵
で
、
と
も
に
満
洲
・

蒙
古
の
み
で
構
成
さ
れ
た
。
さ
ら
に
皇
帝
・
旗
王
に
は
、
麾
下
か
ら
選
抜
し
た
親
衛

隊
が
あ
っ
た

(

�)

。
こ
れ
を
マ
ン
ジ
ュ
語
で
ヒ
ヤ
、
漢
語
で
は
皇
帝
の
も
の
を
侍
衛
、
旗

王
の
も
の
を
護
衛
と
い
う
。
皇
帝
の
親
衛
隊
た
る
侍
衛
は
、
直
属
の
上
三
旗
か
ら
選

抜
さ
れ
て
領
侍
衛
内
大
臣
が
統
率
し
、
さ
ら
に
そ
の
一
部
は
御
前
侍
衛
・
乾
清
門
侍

衛
と
し
て
皇
帝
に
よ
り
近
く
随
侍
し
、
御
前
大
臣
の
指
揮
下
で
さ
ま
ざ
ま
な
用
務
を

こ
な
し
た
。

紫
禁
城
の
警
備
に
当
っ
た
の
は
、
こ
の
う
ち
上
三
旗
の
護
軍
と
侍
衛
で
、
こ
れ
に

対
し
外
周
は
下
五
旗
の
護
軍
が
担
当
し
た
。
他
方
、
北
京
城
の
警
備
は
八
旗
全
体
が

担
い
、
歩
軍
営
の
長
官
で
あ
る
歩
軍
統
領
が
警
備
司
令
官
と
し
て
統
轄
し
た
。
城
内

に
は
、
	
じ
ん

と
い
う
警
備
単
位
が
八
〇
〇
箇
所
以
上
設
け
ら
れ
て
歩
軍
の
兵
員
が
配
置

さ
れ
、
各
管
内
の
柵
欄

さ
く
ら
ん

と
呼
ば
れ
る
木
戸
を
管
理
す
る
と
と
も
に
巡
回
な
ど
を
行
な
っ

た
。
紫
禁
城
の
警
備
に
は
、
民
籍
の
漢
人
は
も
ち
ろ
ん
八
旗
漢
軍
さ
え
原
則
と
し
て

排
除
さ
れ
、
内
城
・
城
門
警
備
も
責
任
者
は
満
洲
だ
っ
た
が
、
逆
に
外
城
は
漢
軍
主

体
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
首
都
の
軍
事
・
警
察
機
構
の
面
で
も
、
上
三
旗
・
下
五

旗
、
満
洲
・
蒙
古
・
漢
軍
・
民
人
と
い
う
区
別
・
序
列
が
反
映
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。首

都
に
は
ま
た
、
物
品
・
情
報
の
収
集
と
発
信
と
い
う
機
能
が
あ
る
。
こ
こ
に
お

い
て
も
ま
た
、
清
代
特
有
の
八
旗
制
的
特
徴
が
み
ら
れ
る
。
絹
織
物
・
陶
磁
器
な
ど

宮
廷
用
品
・
官
用
品
の
製
造
・
調
達
は
皇
帝
の
家
政
機
関
で
あ
る
内
務
府
が
担
っ
て

お
り
、
江
南
の
織
造

し
ょ
く
ぞ
う

、
景
徳
鎮
の
官
窯
な
ど
全
国
に
調
達
網
を
も
ち
、
紫
禁
城
内
に

も
各
種
の
工
房

(

造



ぞ
う
べ
ん

処し
ょ)

を
有
し
て
い
た
。
編
纂
・
出
版
事
業
も
担
当
し
て
お
り
、

紫
禁
城
の
外
朝
東
南
部
の
武
英
殿
で
は
、
膨
大
な
点
数
の
官
撰
書
が
編
纂
・
刊
行
さ

れ
た

(

殿
本
・
殿
版
と
い
う)

。
こ
の
よ
う
に
紫
禁
城
の
警
備
、
宮
廷
の
運
営
が
、

国
家
機
関
で
も
八
旗
全
体
で
も
な
く
、
皇
帝
直
属
の
上
三
旗
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い

る
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
明
朝
的
な
体
制
で
は
な
く
む
し
ろ
幕
藩
制
に
通
じ
る
性
格
を

見
出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
清
代
独
特
の
特
徴
は
、
聖
性
・
正
統
性
の
域
に
も
及
ん
で
い
た
。
大

清
皇
帝
は
先
に
ふ
れ
た
よ
う
に
天
壇
と
そ
こ
で
の
祭
天
儀
礼
を
継
承
し
て
い
た
が
、

一
方
で
、
内
廷
で
は
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
・
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
祭
祀
が
行
な
わ
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。
坤
寧
宮
に
は
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
祭
礼
の
た
め
の
神
杆

し
ん
か
ん

が
設
け
ら
れ
、

ま
た
雨
花
閣
な
ど
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
堂
宇
が
造
営
さ
れ
た
。
皇
帝
の
特
権
に
は
ま
た
、

暦
の
発
布
に
象
徴
さ
れ
る
時
間
の
支
配
権
が
あ
り
、
時
報
の
施
設
と
し
て
内
城
北
方
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に
鼓
楼
・
鐘
楼
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
北
京
城
の
中
心
軸
上
に
位
置
し
て
い
た
が
、

一
方
で
そ
の
管
理
は
こ
れ
ま
た
八
旗
の
儀
仗
部
門
で
あ
る
鑾ら
ん

儀ぎ

衛え
い

が
担
当
し
、
暦
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
宣
教
師
が
主
管
す
る
欽
天
監
が
管
掌
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
清
代
の
王
都
を
考
え
る
際
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
大

清
皇
帝
の
執
政
の
場
が
常
に
移
動
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の

が
一
八
世
紀
初
め
に
造
営
さ
れ
た
熱
河
・
承
徳
の
避
暑
山
荘
で
あ
り
、
一
九
世
紀
前

半
に
至
る
ま
で
、
夏
の
離
宮
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
し
た

(

�)

。
第
六
代
乾
隆
帝

(

位

一
七
三
五
―
九
五)

と
チ
ベ
ッ
ト
の
パ
ン
チ
ェ
ン=

ラ
マ
六
世
と
の
会
見

(

一
七
八

〇)

や
、
イ
ギ
リ
ス
の
マ
カ
ー
ト
ニ
ー
使
節
の
引
見

(

一
七
九
三)

な
ど
、
著
名
な

対
面
が
行
な
わ
れ
た
の
は
こ
の
離
宮
で
あ
っ
た
。
歴
代
皇
帝
は
行
軍
演
習
を
兼
ね
て

八
旗
を
率
い
て
避
暑
山
荘
に
巡
幸
し
、
そ
の
北
方
に
設
け
ら
れ
た
狩
猟
場
で
あ
る

木
蘭
ム

ラ

ン

囲
場
で
戦
闘
訓
練
と
し
て
巻
狩
り
を
行
な
っ
た
の
で
あ
る

(

�)

。
さ
ら
に
往
還
途
上

に
は
行
宮
群
が
多
数
設
置
さ
れ
、
皇
帝
は
こ
れ
ら
を
往
還
し
な
が
ら
弛
む
こ
と
な
く

執
務
し
て
い
た

(

�)

。

も
う
一
つ
重
要
な
の
は
、
北
京
近
郊
の
離
宮
・
禁
苑
で
あ
る
。
避
暑
山
荘
造
営
以

前
の
入
関
当
初
か
ら
、
順
治
帝
は
東
南
郊
外
の
南
苑
や
皇
城
内
の
西
苑
で
の
滞
在
・

執
務
を
好
み

(

�)

、
さ
ら
に
康
煕
以
降
、
三
山
五
園
・
西
山
と
総
称
さ
れ
る
暢
春
園

ち
ょ
う
し
ゅ
ん
え
ん・
円

明
園
・
静
明
園
・
静
宜
園
・
清せ
い

�い

園え
ん(

頤
和
園)

が
次
々
と
造
営
さ
れ
た

(

�)

。
歴
代
皇

帝
は
離
宮
に
頻
繁
に
滞
在
し
て
お
り
、
康
煕
帝
は
暢
春
園
、
雍
正
帝
は
円
明
園
で
発

病
・
死
去
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
ら
西
北
方
の
離
宮
と
北
京
城
の
間
や
、
静
宜
園

の
あ
る
香
山
周
辺
に
は
多
数
の
八
旗
の
軍
営
が
お
か
れ
て
軍
事
訓
練
も
行
な
わ
れ
て

お
り
、
た
ん
な
る
警
備
に
と
ど
ま
ら
ず
、
首
都
防
衛
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
こ
と
に

も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(

�)

。

こ
の
よ
う
に
、
大
清
皇
帝
は
政
務
の
場
、
儀
礼
の
場
と
し
て
、
紫
禁
城
だ
け
で
な

く
熱
河
の
避
暑
山
荘
や
北
京
近
郊
の
諸
離
宮
も
頻
繁
に
利
用
し
て
お
り
、
さ
ら
に
江

南
へ
の
南
巡
、
故
地
マ
ン
チ
ュ
リ
ア
へ
の
東
巡
な
ど
領
内
各
地
へ
の
巡
幸
を
活
発
に

行
な
っ
て
い
た

(

	)

。
そ
れ
ゆ
え
、
イ
ン
フ
ラ
で
は
な
く
機
能
の
面
で
清
代
の
王
都
を
考

え
る
に
当
っ
て
は
、
都
城
・
宮
殿
と
し
て
の
北
京
城
・
紫
禁
城
の
み
で
な
く
、
王
権

の
核
心
た
る
皇
帝
の
所
在
す
る
範
囲
を
全
体
と
し
て
と
ら
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

こ
の
点
、
新
宮
学
氏
は
皇
帝
の
居
住
日
数
の
減
少
を
と
ら
え
て
紫
禁
城
の

｢

空
洞

化｣
と
評
し
、
ま
た
村
田
治
郎
氏
は
帝
京
の
構
成
要
素
と
し
て
の
離
宮
群
の
位
置
づ

け
に
つ
い
て
保
留
し
て
い
る

(


)

が
、
往
還
路
の
行
宮
群
を
も
含
め
て
、
紫
禁
城
・
西
山
・

熱
河
・
囲
場
を
つ
な
ぐ
巨
大
な
宮
廷
群
が
、
全
体
と
し
て

〝

首
都
圏〞

と
し
て
機
能

し
て
い
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う

(

�)

。
そ
し
て
、
紫
禁
城
の
内
外
を
問
わ
ず
、
い
ず
こ

で
あ
ろ
う
が
玉
座
の
あ
る
と
こ
ろ
が
帝
国
の
中
心
な
の
で
あ
る
。

そ
の
際
は
、
紫
禁
城
に
在
る
と
同
様
に
侍
衛
集
団
と
内
務
府
官
員
が
常
に
近
侍
し
、
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内
閣
・
六
部
高
官
や
八
旗
の
大
官
が
随
行
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
紫
禁
城
と
同
じ

人
間
組
織
が
皇
帝
出
巡
時
も
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
扈
従
し
た
の
で
あ
り
、
宮
廷
・
政

府
自
体
が
恒
常
的
に
移
動
す
る
性
質
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
で
あ
れ
ば
、
意
味

を
も
つ
の
は
固
定
さ
れ
た
宮
城
の
空
間
で
は
な
く
、
移
動
す
る
玉
座
へ
の
ア
ク
セ
ス

で
あ
り
、
臣
下
に
と
っ
て
、
そ
の
資
格
こ
そ
が
重
要
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
に
み
る

な
ら
ば
、
大
清
帝
国
の
政
治
の
秩
序
は
、
装
置
と
し
て
の
都
城
で
は
な
く
、
権
力
そ

の
も
の
、
す
な
わ
ち
皇
帝
そ
の
人
に
対
し
求
心
づ
け
ら
れ
て
組
み
立
て
ら
れ
て
い
た

と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う

(

�)

。
こ
の
点
に
お
い
て
も
ま
た
、
将
軍
そ
の
人
に
対
し
求
心

的
で
あ
る
と
い
う
徳
川
政
権
の
支
配
秩
序
と
相
通
じ
る
性
格
を
見
出
す
こ
と
が
で
き

る
。

小

結

こ
の
よ
う
に
、
大
清
帝
国
は
明
代
の
北
京
城
・
紫
禁
城
を
ハ
ー
ド
面
で
継
承
し
た

が
、
ソ
フ
ト
面
で
は
、
漢
人
の
目
か
ら
み
た
中
華
王
朝
と
し
て
の
連
続
性
を
損
な
わ

な
い
よ
う
に
し
な
が
ら
も
、
八
旗
＝
マ
ン
ジ
ュ
的
な
運
用
を
行
な
っ
て
い
た
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
。
清
代
の
北
京
と
紫
禁
城
は
、｢

中
華｣

を
体
現
し
た
も
の
と
い
う

だ
け
で
な
く
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
世
界
の
王
都
と
い
う
性
格
を
も
そ
な
え
て
お
り
、
そ
の

よ
う
な
複
合
性
の
も
と
、

〝

武
人
の
文
治〞

の
拠
点
と
し
て
機
能
し
て
い
た
の
で
あ

る
。比

較
史
に
つ
い
て
展
望
す
る
な
ら
ば
、
大
清
帝
国
と
徳
川
政
権
、
ま
た
江
戸
・
江

戸
城
と
北
京
・
紫
禁
城
は
、
従
来
は

｢

主
従
制
と
官
僚
制｣

や

｢

城
下
町
と
都
城｣

な
ど
と
し
て
対
照
的
に
と
ら
え
ら
れ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る

(


)

が
、
そ
れ
だ
け
で
は

な
く
、
同
じ
ベ
ク
ト
ル
で
と
ら
え
る
必
要
も
あ
ろ
う
。
清
代
の
北
京
と
紫
禁
城
は
、

中
華
の
王
都
と
し
て
の
舞
台
装
置
と
、
八
旗
と
い
う

〝

武
家
政
権〞

が
主
宰
す
る
政

治
秩
序
と
の
複
合
の
産
物
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
に
み
る
な
ら
ば
、｢

中
国
的
都
城
の

中
の
巨
大
な
城
下
町｣

と
表
現
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の

点
に
お
い
て
、
都
市
計
画
の
面
で
は
江
戸
と
は
大
き
く
異
な
る
も
の
の
、
政
治
空
間

と
し
て
の
機
能
・
性
格
や
運
用
の
あ
り
方
は
、
一
面
で
江
戸
・
江
戸
城
と
ベ
ク
ト
ル

を
同
じ
く
し
て
い
た
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

[

註]

(

�)

マ
ン
ジ
ュ

(m
anju

満
洲)

と
は
も
と
も
と
初
代
皇
帝
ヌ
ル
ハ
チ
の
部
族
名
・
王

朝
名
で
あ
り
、
一
六
三
五
年
以
降
、
そ
れ
ま
で
の
ジ
ュ
シ
ェ
ン

(ju
šen

女
直
・
女

真)

に
代
っ
て
民
族
名
と
さ
れ
た
。

(

�)

本
稿
と
関
連
す
る
拙
稿
と
し
て
、｢

大
清
帝
国
の
政
治
空
間
と
支
配
秩
序

八
旗

制
下
の
政
治
社
会
・
序
論

｣
『

文
献
資
料
学
の
新
た
な
可
能
性
③』

(

大
阪
市
立

大
学
東
洋
史
論
叢
別
冊)

、
二
〇
〇
七
年
、
二
四
五
―
二
七
〇
頁
、
が
あ
り
、
詳
し
い

史
料
・
先
行
研
究
に
つ
い
て
は
あ
わ
せ
参
照
さ
れ
た
い
。
大
清
帝
国
と
江
戸
幕
府
の

比
較
に
つ
い
て
は
、
別
稿

｢

大
清
帝
国
と
江
戸
幕
府

東
ア
ジ
ア
の
二
つ
の
新
興

軍
事
政
権

｣

懐
徳
堂
記
念
会
編

『

世
界
史
を
書
き
直
す

日
本
史
を
書
き
直
す』

(

懐
徳
堂
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー)

和
泉
書
院
、
二
〇
〇
八
年
、
一
四
七
―
一
八
九
頁
、
で
私

見
を
述
べ
て
い
る
。

(

�)

前
近
代
中
国
の
都
市
・
都
城
に
つ
い
て
は
、
近
年
、
隋
唐
長
安
城
を
専
門
と
す
る

妹
尾
達
彦
氏
が
明
快
に
整
理
し
て
お
り
、
本
節
で
も
多
く
よ
っ
た
。｢

前
近
代
中
国
王

都
論｣

中
央
大
学
人
文
科
学
研
究
所
編

『

ア
ジ
ア
史
に
お
け
る
社
会
と
国
家』

中
央

大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
五
年
、
一
八
三
―
二
二
九
頁；

｢

中
国
の
都
城
と
ア
ジ
ア
世
界｣

『

記
念
的
建
造
物
の
成
立』

(

シ
リ
ー
ズ
都
市
・
建
築
・
歴
史
１)

東
京
大
学
出
版
会
、

二
〇
〇
六
年
、
一
五
一
―
二
二
二
頁
、
な
ど
。

(
�)

中
華
の
王
都
と
し
て
の
北
京
に
つ
い
て
は
、
歴
史
学
・
地
理
学
・
建
築
学
な
ど
各

分
野
で
多
数
の
論
著
が
あ
り
、
特
に
妹
尾
達
彦

｢

北
京
の
小
さ
な
橋

街
角
の
グ

ロ
ー
バ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー

｣

関
根
康
正
編

『

ス
ト
リ
ー
ト
の
人
類
学』

下
巻

(

国
立
民
族
学
博
物
館
調
査
報
告

N
o.
)

、
二
〇
〇
九
年
、
九
五
―
一
八
三
頁
、
は

注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
清
代
北
京
の
概
要
に
つ
い
て
は
呉
建
雍

『

北
京
城
市
発
展
史

清
代
巻』

北
京
燕
山
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
、
が
よ
く
ま
と
ま
っ
て
お
り
、
建
築
の

分
野
で
は
、
陣
内
秀
信
・
朱
自
�
・
高
村
雅
彦
編

『

北
京

都
市
空
間
を
読
む』
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鹿
島
出
版
会
、
一
九
九
八
年
、
が
参
考
に
な
る
。

(

�)
北
京
遷
都
の
過
程
に
つ
い
て
は
、
新
宮
学

『

北
京
遷
都
の
研
究』

汲
古
書
院
、
二

〇
〇
四
年
、
参
照
。

(

�)

清
代

(
一
七
五
〇
年
頃)

の
北
京
の
街
区
・
建
築
の
詳
細
は
、
影
印

『

加
�
乾
隆

京
城
全
図』
北
京
燕
山
出
版
社
、
一
九
九
六
年
、
で
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

�)

紫
禁
城
に
関
す
る
文
献
は
も
と
よ
り
枚
挙
に
遑
が
な
い
。
代
表
的
か
つ
簡
便
な
も

の
と
し
て
、
朱
�『
明
清
両
代
宮
苑
建
置
沿
革
図
考』

北
京
古
籍
出
版
社
、
一
九
九

〇
年

(

初
版
一
九
四
七
年)
、
于
倬
雲
編

『

紫
禁
城
宮
殿』

商
務
印
書
館
香
港
分
館
、

一
九
八
二
年
、
参
照
。

(

�)

杉
山
正
明

｢

モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
ふ
た
つ
の
帝
都｣

『

世
界
史
を
変
貌
さ
せ
た
モ
ン
ゴ

ル

時
代
史
の
デ
ッ
サ
ン

』
(

角
川
叢
書)

角
川
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
、
一
二

五
―
一
二
六
頁

(

初
出
一
九
八
四
年；
再
録

『

モ
ン
ゴ
ル
帝
国
と
大
元
ウ
ル
ス』

京

都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
〇
四
年
、
一
五
〇
―
一
五
二
頁)

。

(

�)

注

(

	)

妹
尾
前
掲

｢

北
京
の
小
さ
な
橋｣

一
四
六
―
一
六
一
頁
。

(


)

以
下
本
節
は
、
拙
稿

｢

大
清
帝
国
の
支
配
構
造
と
八
旗
制

マ
ン
ジ
ュ
王
朝
と

し
て
の
国
制
試
論

｣
『

中
国
史
学』

一
八
巻
、
二
〇
〇
八
年
、
一
五
九
―
一
八
〇

頁；
｢

大
清
帝
国
の
支
配
構
造

マ
ン
ジ
ュ

(

満
洲)

王
朝
と
し
て
の｣

『

清
朝
と

は
何
か』

(

別
冊
環
⑯)

藤
原
書
店
、
一
三
二
―
一
四
九
頁
、
に
基
づ
い
て
ま
と
め
た
。

(

�)

八
旗
に
焦
点
を
据
え
て
清
代
の
北
京
を
研
究
し
た
秀
れ
た
成
果
と
し
て
、
劉
小
萌

『

清
代
北
京
旗
人
社
会』

中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
、
が
あ
り
、
主
要
史

料
に
つ
い
て
も
同
書

｢

文
献
研
究｣
｢

参
考
文
献｣

に
お
い
て
一
覧
と
解
説
が
示
さ
れ

て
い
る
の
で
、
本
稿
で
は
省
略
し
た
。
同
書
に
つ
い
て
は
、
上
田
裕
之
氏
に
よ
る
書

評
も
参
照：

『

東
洋
文
化
研
究』

一
二
号
、
二
〇
一
〇
年
、
二
九
七
―
三
〇
四
頁
。
以

下
、
同
書
お
よ
び
注

(

	)

前
掲
呉

『

北
京
城
市
発
展
史』

に
つ
い
て
は
逐
一
注
記

し
な
い
。
ま
た
概
要
の
把
握
に
は
、
呉
建
雍

(

高
村
雅
彦
訳)

｢

清
朝
前
期
の
北
京
に

お
け
る
都
市
の
空
間
構
造｣

『

東
ア
ジ
ア
の
伝
統
都
市』

(

年
報
都
市
史
研
究
９)

山

川
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
、
四
六
―
五
四
頁
、
が
参
考
に
な
る
。

(

�)
『

八
旗
通
志
初
集』

巻
二
、
旗
分
志

｢

八
旗
方
位｣

(

東
北
師
範
大
学
出
版
社
点
校

本
第
一
冊
、
一
七
―
二
四
頁)

。M
.C
.
E
lliott,

T
h

e
M

a
n

c
h

u
W

a
y

:
T

h
e

E
ig

h
t

B
a

n
n

e
rs

a
n

d
E

th
n

ic
Id

e
n

tity
in

L
a

te
Im

p
e
ria

l
C

h
in

a,
Stanford,

2001,

pp.

(


)

三
田
村
泰
助

｢

満
珠
国
成
立
過
程
の
一
考
察｣

『

清
朝
前
史
の
研
究』

東
洋
史
研
究

会
、
一
九
六
五
年
、
四
八
五
―
四
八
六
頁

(

初
出
一
九
三
六
年)

。
安
部
健
夫

｢

八
旗

満
洲
ニ
ル
の
研
究｣

『

清
代
史
の
研
究』

創
文
社
、
一
九
七
一
年
、
一
八
二
―
一
八
三
、

二
五
二
頁

(

初
出
一
九
五
一
年)

。
楠
木
賢
道

｢

大
凌
河
攻
城
戦
か
ら
み
た
マ
ン
ジ
ュ

国
政
権
の
構
造｣

『

清
初
対
モ
ン
ゴ
ル
政
策
史
の
研
究』

汲
古
書
院
、
二
〇
〇
九
年
、

第
四
章

(

初
出
二
〇
〇
〇
年)

。

(

�)

王
府
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
劉
之
光

｢

北
京
清
代
王
府
概
述｣

『

北
京
文
物
与
考
古』

一
、
一
九
八
三
年
、
一
二
九
―
一
七
五
頁
、
参
照
。

(

�)

吉
田
伸
之

｢

城
下
町
の
構
造
と
展
開｣

佐
藤
信
・
吉
田
伸
之
編

『

都
市
社
会
史』

(

新
体
系
日
本
史
６)

山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
、
第
三
章
、
な
ど
。

(

�)

宮
�
市
定

｢

雍
正
�
批
諭
旨
解
題

そ
の
史
料
的
価
値

｣
『

宮
�
市
定
全
集

一
四

雍
正
帝』

岩
波
書
店
、
一
九
九
一
年
、
一
三
七
―
一
七
二
頁

(

初
出
一
九
五

七
年)

、
な
ど
。

(

�)

片
岡
一
忠

｢

朝
賀
規
定
か
ら
み
た
清
朝
と
外
藩
・
朝
貢
国
の
関
係｣

『

中
国
官
印
制

度
研
究』

東
方
書
店
、
二
〇
〇
八
年
、
三
七
五
―
三
七
六
頁

(

初
出
一
九
九
八
年)

。

(

�)

一
般
向
け
の
文
章
で
あ
る
が
、
石
橋
崇
雄

｢

フ
リ
ー
ク
向
け
故
宮
名
所
案
内｣

『

し

に
か』

二
〇
〇
〇
年
四
月
号
、
五
三
頁
、
で
簡
潔
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
内
務
府
に

つ
い
て
は
、
�
美
琴

『

清
代
内
務
府』

遼
寧
民
族
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年

(

初
版
一

九
九
八
年)

、
参
照
。

(

�)

本
郷
和
人

『

天
皇
は
な
ぜ
万
世
一
系
な
の
か』

(

文
春
新
書)

文
藝
春
秋
、
二
〇
一

〇
年
、
一
七
五
頁
。

(

�)

江
戸
城
の
政
治
空
間
に
つ
い
て
は
、
深
井
雅
海

｢

将
軍
の
住
ま
い

江
戸
城
本

丸
御
殿
の
構
造
と
機
能｣

『

岩
波
講
座
天
皇
と
王
権
を
考
え
る
９

生
活
世
界
と
フ
ォ
ー

ク
ロ
ア』

岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
年
、
三
九
―
七
四
頁；

『

江
戸
城

本
丸
御
殿
と

幕
府
政
治』

(

中
公
新
書)

中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
八
年
、
参
照
。
た
だ
し
、
前
者

な
ど
で
の

｢

中
奥｣

の
呼
称
は
後
者
で

｢

奥｣

に
訂
正
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
に

従
っ
た
。

(

�)

拙
稿

｢

ヌ
ル
ハ
チ
時
代
の
ヒ
ヤ
制

清
初
侍
衛
考
序
説

｣
『

東
洋
史
研
究』

六
二
巻
一
号
、
二
〇
〇
三
年
、
九
一
―
一
三
六
頁
。
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(
�)

避
暑
山
荘
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
注

(

�)

前
掲
拙
稿

｢

大
清
帝
国
の
政
治

空
間
と
支
配
秩
序｣

二
五
八
―
二
六
〇
頁
、
参
照
。
ま
た
、
避
暑
山
荘
に
着
目
し
た

注
目
す
べ
き
成
果
と
し
て
、
中
野
美
代
子

『

乾
隆
帝

そ
の
政
治
の
図
像
学』

(

文
春

新
書)
文
藝
春
秋
、
二
〇
〇
七
年
、
第
Ⅲ
章；

P
.
F
orêt,

M
a

p
p

in
g

C
h

e
n

g
d

e
:

T
h

e
Q

in
g

L
a

n
d

s
c
a

p
e

E
n

te
rp

ris
e,
H
onolulu,

2000;
J.A
.
M
illw
ard,

et
al.

(eds.),
N

e
w

Q
in

g
Im

p
e
ria

l
H

is
to

ry
:

T
h

e
M

a
k

in
g

o
f

In
n

e
r

A
s
ia

n

E
m

p
ire

a
t

Q
in

g
C

h
e
n

g
d

e,
L
ondon,

2004,

な
ど
が
あ
る
。

(

�)

浦
廉
一

｢

清
朝
の
木
蘭
行
囲
に
就
て｣

『

山
下
先
生
還
暦
記
念
東
洋
史
論
文
集』

六

盟
館
、
一
九
三
八
年
、
四
三
三
―
五
四
八
頁
。
羅
運
治

『

清
代
木
蘭
囲
場
的
探
討』

文
史
哲
出
版
社
、
一
九
八
九
年
。

(

�)

王
淑
雲

『

清
代
北
巡
御
道
和
塞
外
行
宮』

中
国
環
境
科
学
出
版
社
、
一
九
八
九
年
。

河
岩

『

清
代
皇
帝
北
巡
御
道
与
行
宮』

新
疆
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
。

(

�)

谷
井
俊
仁

｢

清
朝
皇
帝
に
お
け
る
対
面
接
触
の
問
題｣

笠
谷
和
比
古
編

『

公
家
と

武
家
Ⅲ

王
権
と
儀
礼
の
比
較
文
明
史
的
考
察

』

思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
六

年
、
三
六
五
―
三
六
八
頁
。
南
苑
に
つ
い
て
は
、
張
超

｢
南
海
子｣

注

(

�)

前
掲

『

北
京
文
物
与
考
古』

二
六
九
―
二
七
七
頁
、
参
照
。

(

�)

注

(

�)

前
掲
中
野

『

乾
隆
帝』

第
Ⅲ
章
５
節
。

(

�)

常
林
・
白
鶴
群

『

北
京
西
山
健
鋭
営』

学
苑
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
。

(

 )

東
巡
に
つ
い
て
は
、
園
田
一
亀

『

清
朝
皇
帝
東
巡
の
研
究』

大
和
書
院
、
一
九
四

四
年
、
ま
た
江
南
巡
幸
に
関
し
て
は
、
岸
本
美
緒

｢

清
朝
皇
帝
の
江
南
巡
幸｣

『
史
友』

三
七
号
、
二
〇
〇
五
年
、
五
―
三
七
頁
、
参
照
。

(

!)

新
宮
学

｢

明
清
北
京
城
の
禁
苑｣

橋
本
義
則
編

『

東
ア
ジ
ア
都
城
の
比
較
研
究』

京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
一
一
年
、
三
七
三
頁；

｢

宮
廷
政
治
の
表
舞
台｣

『

し

に
か』

二
〇
〇
〇
年
四
月
号
、
二
九
頁
。
村
田
治
郎

『

中
国
の
帝
都』

綜
芸
舎
、
一

九
八
一
年
、
一
七
二
頁
。

(

")

杉
山
正
明
氏
は
、
都
市
・
園
苑
・
倉
庫
・
牧
場
な
ど
が
集
積
さ
れ
た
モ
ン
ゴ
ル
宮

廷
・
政
府
の
移
動
エ
リ
ア
全
体
を

｢

首
都
圏｣

と
呼
ん
で
い
る
。
注

(

�)

前
掲

｢

モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
ふ
た
つ
の
帝
都｣

八
六
―
八
七
頁；

『

ク
ビ
ラ
イ
の
挑
戦

モ

ン
ゴ
ル
に
よ
る
世
界
史
の
大
転
回』

(

講
談
社
学
術
文
庫)

講
談
社
、
二
〇
一
〇
年
、

一
五
〇
―
一
五
九
頁

(

初
出
一
九
九
五
年)

。

(

#)

筆
者
の
提
唱
し
て
い
る
権
力
へ
の

〝

近
さ〞

と
い
う
原
則
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

‶T
he
C
h`ing

E
m
pire

as
a
M
anchu

K
hanate:

T
he
Structure

of
R
ule

under
the

E
ight

B
anners,"

A
c
ta

A
s
ia

tic
a

,
2005,

p.
,

お
よ
び
注

(


)

前
掲

｢

大
清
帝
国
の
支
配
構
造
と
八
旗
制｣

一
七
六
―
一
七
八
頁；

｢

大
清
帝

国
の
支
配
構
造｣

一
四
六
―
一
四
八
頁
、
参
照
。

(

$)

例
え
ば
、
国
制
を
対
照
的
に
と
ら
え
る
も
の
と
し
て
、
藤
井
讓
治

｢

ア
ジ
ア
に
お

け
る
官
僚
制
と
軍
隊｣

荒
野
泰
典
・
石
井
正
敏
・
村
井
章
介
編

『

ア
ジ
ア
の
な
か
の

日
本
史
Ⅰ

ア
ジ
ア
と
日
本』

東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
二
年
、
二
二
三
―
二
四

八
頁
、
な
ど
。

[

補
記]

本
稿
提
出
後
、
ア
ジ
ア
の
都
城
に
関
す
る
画
期
的
成
果
と
し
て
、
応
地
利
明

『

都

城
の
系
譜』

京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
一
一
年
、
が
刊
行
さ
れ
た
。
北
京
を
直

接
の
対
象
と
は
し
て
い
な
い
が
、
遊
牧
王
権
を
も
読
み
込
ん
で
、
都
城
・
王
権
・
コ

ス
モ
ロ
ジ
ー
を
論
じ
て
お
り
、
参
照
す
べ
き
で
あ
る
。

[

附
記]

本
稿
は
科
学
研
究
費
補
助
金
・
特
別
推
進
研
究

｢

清
朝
宮
廷
演
劇
の
研
究｣

(

研

究
代
表
者
・
磯
部
彰
東
北
大
学
教
授)

お
よ
び
基
盤
研
究

(

Ｂ)
｢

一
四
〜
二
〇
世
紀

初
頭
に
お
け
る

｢

朝
貢｣

・

｢

互
市｣

と
東
ア
ジ
ア
世
界
秩
序
の
変
容
の
研
究｣

(

研

究
代
表
者
・
岩
井
茂
樹
京
都
大
学
教
授)

に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

( ) 清代の北京と紫禁城 (杉山)291
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